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訃報のお知らせ 
  石川地区ＪＵ会会員の藤村 和夫さま(77 歳)におかれましては、去る 11 月 12 日ご逝去されました。 

５年前までは、ＪＵ会の事務局次長として、会報の編纂などに携わっていただきました。謹んでご冥福を
お祈り申し上げます。 

 

１．ゴルフ部会 秋季コンペは 10 月 2 日、晴天の片山津ゴルフ倶楽部にて盛大に開催 
この秋一番の晴天に恵まれた、倶楽部の日本海コースで、会員 18 名が参集して盛大に開催。天候も場所

もすべて最上の条件に恵まれたが、そこは名うての難コース、思い通りのプレイをさせてはくれず、いき
なりの 1 番ロングホールから、白球は無情にも、右や左へと散らばって行くのでした。この大会を制した
のは、オブザーバーとして参加したロングヒッター中本秀史さん、45+43=88-h15.6=72.4 で優勝。 

準優勝は高橋澄雄さん。 

 
２．女性部会の小旅行は、10 月 14 日～15 日、日本のエーゲ海・牛窓へ、8 名で実施 
  出発当日は快晴、牛窓のホテルリマーニにチェックイン後、車で 10 分ほどの牛窓オリーブ園を散策。オ
リーブの実は、今が緑色から黒紫色に色づきつつあり、11 月には収穫されるそうだ。山頂広場からの眺め
は抜群、瀬戸内海の大小の島々に思わずうっとり。ロイヤルブルーの海が広がり、最高のロケーション。
翌日は連絡船で 10 分の犬島へ。集落の日常的な風景の中にアート作品が溶け込んでいて、島を散策しなが
ら、点在する作品を楽しみました。 

 

３．富山地区歩こう会は 10 月 23 日（水）木彫りの里･井波の町を 7 名で散策 

 ボランティアガイドさんの案内で、まず木彫刻作品が多く設置されている大門川河川公園を経由し、招
魂社、井波八幡宮、だるま寺などを見学。その後はメーンである井波別院瑞泉寺を拝観、昼食後、黒髪庵
などを見学し、石畳の八日町通りにある木彫工芸店で彫刻作業を見学。 

 

４. 福井歩こう会は「紅葉の永平寺町秋模様と護摩焚き法要」を 10 月 28 日（月）に実施 
  大変爽やかな秋晴れで、8 人の方が集い、永平寺町の一社二寺を巡る。吉峰寺では午前のお勤めの最中で、
私たちも法堂で 7 人の修行僧とお参り焼香をさせていただく。興行寺は、3 本の大銀杏の樹下に、黄色い
銀杏が敷き詰められていて見事。弁財天では、タイミングよく、白装束の山伏 6 人が、経を唱え、護摩焚
きを始めました。 

 

５. 石川歩こう会・紅葉真っ盛りの、福井県大野・伝説の刈込地をトレッキングで楽しむ 

10 月 31 日（木）、曇天から時折陽が差すような天候の中、福井から参加の 2 名を含む 7 名が参加。平
日にもかかわらず、駐車場は私たちの 2 台で満車に。噂どおり紅葉の刈込池人気を実感。686 段の石段も
なんのその全員が無事踏破。刈込池畔で昼食と温かいコーヒーをいただく。ブナ林の黄葉や刈込池周辺の
紅葉のシャワーを浴びて、とても楽しい山歩きでした。 

 

６. ＪＵ会トレッキング・日本三百名山･白木峰に代わって、白山の蛇谷自然観察路を歩く 

11 月 9 日（土）晴れ。予定の白木峰は通行止めのため、急遽、行く先を白山国立公園内の蛇谷自然観察
路に変更、福井から参加の 1 名を含む 3 名が参加。ガイド小川さんと女性の方 1 名の案内で出発。先ずは
標高 730m の猿ヶ浄土へ。予想したよりも勾配がきついが、無事踏破し、下山路途中からブナ平コースへ。
下山後、中宮集落にある深山料理「けがさ」で地物尽くしの昼食と、瀬波の白山里での入浴。中宮の山々、
紅葉が素晴らしく、食事と温泉が楽しかったです。 

 
７．恒例・ＪＵ会の年末大忘年会は、和倉温泉の「あえの風」にて 25 名の参加で開催！ 

 11 月 20 日（水）の天気は、雨・あられに雷と、最悪の状態が、不思議と和倉温泉に近づくにつれ、天
候も良化。あえの風の部屋に入れば、海に面した広い窓から、紺碧の海を隔てて、霞にたなびく能登島が
ゆったりと横たわるのが、目に入る。熱めの湯がこぼれる露天風呂に浸かると、ここからも、夕暮れに落
ちてゆく能登島が見渡せる。 

夕食宴会は、林会長挨拶のあと、女性の田口さんの乾杯でスタート。膳に登った料理は、まさに能登の
山海の粋を集めた見事な品々、これこそ文化遺産の和食そのもの、そこへ地酒が入り、加賀屋の小田会長
から銘焼酎の差し入れをいただき、会員同士旧交を温め、近況を交わし、世情を論じ、旧友の足跡を確か
めて、そしてまた酒を飲む、つきることのない宴は続きました。 

 

行事の予告：2014 年は 3 月 5 日（水）恒例「大麻雀大会」より行事がスタートします 
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